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  新 旧 

千葉県小児慢性特定疾病児童等自立支援事業実施要綱 
 

第１、第２ （略） 

 

第３ 事業内容 
 （削除） 
１ 必須事業 
（１）小慢児童等、家族、その他関係者に対する相談支援事業 

小慢児童等、家族、その他関係者について、日常生活上での悩みや不安等 
の解消、健康の保持増進及び福祉の向上を図るため、様々なニーズに対応した

相談支援を実施する。 
（２）小児慢性特定疾病児童等自立支援員による支援事業 

小慢児童等について、各種支援策の利用計画の作成、関係機関との連絡調 
整等を実施することにより、自立・就労の円滑化を図るため、小児慢性特定疾

病児童等自立支援員を置く。 
２ 努力義務事業 
（１）実態把握事業 
  小慢児童等の実状を踏まえ、療養生活支援事業等の努力義務事業（以下、

「他の努力義務事業」という。）の企画・立案にあたり必要な情報の収集等を

行うため、地域における小慢児童等の実態把握の他、他の努力義務事業の実

施に関して必要な情報の収集、整理、分析及び評価を行う。 
（２）療養生活支援事業 
  小慢児童等が地域で安心して暮らすことができるよう、日中における居場

所を確保し、療養生活の改善を図るため、相談支援事業（必須事業）、小児慢

性特定疾病児童等自立支援員による支援（必須事業）、実態把握事業の実施等

千葉県小児慢性特定疾病児童等自立支援事業実施要綱 
 

第１、第２ （略） 

 
第３ 事業内容 

以下について行うことができるものとする。 
 
１ 小慢児童等、家族、その他関係者に対する相談支援事業 

小慢児童等、家族、その他関係者について、日常生活上での悩みや不安等 
の解消、健康の保持増進及び福祉の向上を図るため、様々なニーズに対応し

た相談支援を実施する。 
２ 小児慢性特定疾病児童等自立支援員による支援事業 

小慢児童等について、各種支援策の利用計画の作成、関係機関との連絡調 
整等を実施することにより、自立・就労の円滑化を図るため、小児慢性特定

疾病児童等自立支援員を置く。 
 
（新設） 

 
 
 
 

３ 療養生活支援事業 
  小慢児童等が地域で安心して暮らすことができるよう、日中における居場

所を確保し、療養生活の改善を図るため、医療機関その他の適切な場所にお

いて、小慢児童等を一時的に預かり、必要な療養上の管理、日常生活上の世

参考資料４
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により把握した地域の実態を踏まえ、医療機関その他の適切な場所において、

小慢児童等を一時的に預かり、必要な療養上の管理、日常生活上の世話、そ

の他必要な支援を行う。 
（３）相互交流支援事業 
  小慢児童等が相互に又はボランティア等と交流することで、コミュニケー

ション能力の向上等を図るため、相談支援事業（必須事業）、小児慢性特定疾

病児童等自立支援員による支援（必須事業）、実態把握事業の実施等により把

握した地域の実態を踏まえ、相互交流を行う機会の提供及びその他の便宜を

供与する。 
（４）就職支援事業 
  小慢児童等に対して、地域の関係者が連携して就労の支援や一般就労の機

会の拡大を図り、小慢児童等の自立と社会参加の推進を図るため、相談支援

事業（必須事業）、小児慢性特定疾病児童等自立支援員による支援（必須事業）、

実態把握事業の実施等により把握した地域の実態を踏まえ、就労に関する必

要な支援又は雇用情報の提供を行う。 
（５）介護者支援事業 
  小慢児童等の介護者の身体的及び精神的負担の軽減を図ることにより、療

養生活の改善及び家庭環境の向上を図るため、相談支援事業（必須事業）、小

児慢性特定疾病児童等自立支援員による支援（必須事業）、実態把握事業の実

施等により把握した地域の実態を踏まえ、介護者の負担軽減に資する必要な

支援を行う。 
（６）その他小慢児童等の健全育成及び自立支援を図るために必要な事業 
３ 小児慢性特定疾対策地域協議会 
（１）小慢児童等の健全育成、安心して暮らせる地域社会の実現を図るため、

本事業の内容等を協議する場として、法第１９条の２３第１項に規定する

話、その他必要な支援を行う。 
 
 
４ 相互交流支援事業 
  小慢児童等が相互に又はボランティア等と交流することで、コミュニケー

ション能力の向上等を図るため、相互交流を行う機会の提供及びその他の便

宜を供与する。 
 
 
５ 就職支援事業 
  小慢児童等に対して、地域の関係者が連携して就労の支援や一般就労の機

会の拡大を図り、小慢児童等の自立と社会参加の推進を図るため、就労に関

する必要な支援又は雇用情報の提供を行う。 
 
 
６ 介護者支援事業 
  小慢児童等の介護者の身体的及び精神的負担の軽減を図ることにより、療

養生活の改善及び家庭環境の向上を図るため、介護者の負担軽減に資する必

要な支援を行う。 
 
 
７ その他小慢児童等の健全育成及び自立支援を図るために必要な事業 
８ 小児慢性特定疾病児童等地域支援協議会 
（１）小慢児童等の健全育成、安心して暮らせる地域社会の実現を図るため、

本事業の内容等を協議する場として、小児慢性特定疾病児童地域支援協議

参考資料４
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小児慢性特定疾病対策地域協議会（以下「協議会」という。）を置く。 
（２）協議会に関する事項は、別に定める。 
 

第４、第５（略） 

 

第６ 実施上の留意事項 
１ 本事業に携わる者は、小慢児童等の人格を尊重し、その身上等に関する秘

密を守り、信条等によって差別的取扱いをしてはならない。 
 

２～４（略） 

 

第７（略） 

 

附則 
この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 
この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

会（以下「協議会」という。）を置く。 
（２）協議会に関する事項は、別に定める。 
 

第４、第５（略） 

 

第６ 実施上の留意事項 
１ 本事業に携わる者は、対象者の人格を尊重し、その身上等に関する秘 

密を守り、信条等によって差別的取扱いをしてはならない。 
 

２～４（略） 

 

第７（略） 

 
附則 
この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。 
 

参考資料４


